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Hirokazu ONISHI，Hiromi KAWAGUCHI 
Inquiry lesson practice that links learning content with the reality of modern society 












































































































































































        表１ 子どもの「学びを豊か」にする社会科授業デザイン 
















































































































































































































  ・「三権分立」，「司法」，「行政」，「立法」以外の「用語」や若干の解説を加えても 
良い。 
  このような条件下のもと，生徒はさまざまな工夫を凝らして，「三権分立」の表を作り， 
その解説や意図も記入させた。 
 
①  立 法  
与党     野党 
              司 法  
   






   
 ②        立 法  
 
 国 民  
 
 行政権           司法権  






③  行 政  
              司 法  
   


































 行政権           司法権  
 






⑦  立 法  
与党     野党 
              司 法  
   




























 ①  「司法権の独立」を自主的に調べた生徒にとっては，行政権や立法権とは距離がある 
   ことは当然であると考え，意図的に司法権を政治から切り離したように書いている。 
 ②  行政権と立法権を考える時，「衆議院」や「参議院」から「国政選挙」を連想し「国 
民」と結びつけている生徒は，逆に司法権と「国民」の結びつきが薄いことに少し気が 
つき始めている。 
 ③  三権分立の表のうち，立法権を与党と野党に分けている生徒は，この学習の意図が理 
解できているという点で，高評価に値する。 
④  この学習を終えた後に，「政治参加と選挙」という単元を学習した際に，「参政権の 
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 期 日  令和２年２月４日（火） 
  対 象  広島大学附属東雲中学校２年生 80名（男子 40名，女子 40 名） 
  調査者  筆者 
  内 容  授業中 ①「伝達ゲーム」  ②全体質問 












































61名（約 76.2％）であった。４つの要素を伝達した生徒は 14 名（約 17.5％）であり，５つの要素は
３名（約 3.8％），６つの要素は２名（約 2.5％）であった。また，３つの要素を伝達した生徒 61 名の
うち，「３組の辺」を伝達した生徒は 15 名（約 24.6％）であり，「２組の辺とその間の角」は 29 名（約
47.5％），「１組の辺とその両端の角」は 17 名（約 27.9％）であった。伝達ゲームの自信度合いは，








































Ｙa なるほど。待って。 ［間］ 分度器でー，８０度とったよ。 
長さも教えてほしいねー。 
Ｓe そう。その長さは５ｃｍです。 
Ｙa また？ ［間］ ５ｃｍとったよ。なるほど。待ってよ。 








   なっているか測ってみて。 
Ｙa あー， ［間］ ６．５弱。なってるねー。 
Ｓe なら，それなら，完璧だと思う。 
Ｙa ＯＫ。 












































Ｔ  なぜ，最初に二等辺三角形と伝えたのですか？ 
Ｓe 最初に大きな方向性を伝えておくと，相手が私の形をイメージ 
しやすいと思ったからです。 
Ｔ  わかりました。次に，どのように伝えましたか？ 
Ｓe ５ｃｍを言って，左側の８０度を言って，さらに左側の５ｃｍの 
  辺を伝えました。 
Ｔ  なるほど。それで終了しましたか？ 
Ｓe えっつ，いいえ。 
Ｔ  まだ他に，伝えたことはありますか？ 
Ｓe はい。もう一つの辺を確認するようにお願いしました。 
Ｔ  なるほど。なぜ，その確認のお願いをしたのですか？ 
Ｓe 私の形が本当に確実に伝わっているか，けっこう不安でした。 
  なので，確実性を増すためにも６．４ｃｍと少しくらいの辺の 
  長さになっているかを聞いて，確認をとりました。 
Ｔ  なるほど。その確認で伝わったかどうかの確実性は変わりましたか？ 
Ｓe はい，不安だったのが，ものすごく確信をもてました。 
Ｔ  わかりました。これで伝えたことは全てですか？ 
Ｓe はい。 






である。また，伝達ゲームにおける生徒Ｈi と生徒Ｋu のペアによる 


























  もの行きます。 
Ｋu はーい。どうぞ。 
Ｈi まず，底辺を５ｃｍ引いて。 




Ｋu １１５度ってー？ 外側にそれるっていうこと？ 





























































Ｔ(筆者)   この図を，どのように伝えましたか？ 
Ｈi  まず，５ｃｍの底辺を引いてって伝えました。 
Ｔ  次に，どんなことを伝えましたか？ 
Ｈi  えっと，左側に１１５度とってー，５．１ｃｍとるように伝えました。 
Ｔ  なるほど。次に，どんなことを伝えましたか？ 
Ｈi  えっ。えっ。結んでって。三角形になるように結んでって伝えました。 
Ｔ  なるほど。次に，どんなことを伝えましたか？ 
Ｈi  えーっと，５ｃｍの底辺の右側の角度を測ってって伝えました。 
Ｔ  なるほど。角度を測るように言ったんですね。 
Ｈi  あっ，はい。あっ，右側は３３度か測ってって伝えました。 
Ｔ  なるほど。もうすでに，三角形になるように結んでいるのに 
   さらに右側が３３度かどうか測るのはどうしてですか？ 
Ｈi  それはですねー。 ［間］ ５ｃｍと１１５度，５．１ｃｍで 
   ２辺とその間の角で行けるじゃないですか。それに，５ｃｍ， 
   １１５度，３３度で１辺とその両端の角もあればー，さらに 
   無敵で強くなるじゃないですか。 
Ｔ  無敵で強くなるということは，合同になるということですか？ 
Ｈi  はい，よりぴったり合同になるということです。 
Ｔ  なるほど。２辺とその間の角と１辺とその両端の角の２つの 
合同条件がそろったから，より合同になるということですか？ 
Ｈi  はい，そうです。 
Ｔ  ちなみに，３組の辺は確認しないで良いのですか？ 
Ｈi  あー，合同条件２つもそろえば，もう十分です。 
Ｔ  わかりました。これで伝えたことは全てですか？ 
Ｈi  はい。 

























































































































































【 引用・参考文献 】 
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る。 中 3 
既習の動きから自分なりにアレンジし，関わり
合う中で動きの質を高めて踊る 
   この試案を基に，小・中で授業実践を行い，カリキュラムデザインの有効性を検証する。 
（２）検証方法について 
１）知識・技能の測定 
  ・リズム系ダンス知識テストの単元前後の統計分析 
  ・毎時間の自己評価（学習指導要領原文に基づく評価基準） 




















































１．オリエンテーション ………………………………………………………… １時間 
２．基本技能（ステップなど）の学習 ………………………………………… ２時間 
３．規定曲で基本技能を崩す学習 ……………………………………………… ５時間 













































































文部科学省，『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 保健体育編』，東山書房，2017. 
文部科学省，『小学校学習指導要領解説（平成 29 年告示） 体育編』，東洋館出版社，2017. 































水川航生・樫葉みつ子(2020），「パターンプラクティスから即興のやり取りに発展させる言語活動の工夫― Quick Response による
一問一答から継続性のある対話を生み出す指導の実際 ―」，広島大学附属東雲中学校研究紀要「中学教育第 50集」，23－28． 
パターンプラクティスから即興のやり取りに発展させる言語活動の工夫 
― Quick Response による一問一答から継続性のある対話を生み出す指導の実際 ― 
 











































MIZUKAWA Koki，KASHIBA Mitsuko 
Device to plan language activities in order to develop pattern practice into improvised communication 




水川航生・樫葉みつ子(2020），「パターンプラクティスから即興のやり取りに発展させる言語活動の工夫― Quick Response による
一問一答から継続性のある対話を生み出す指導の実際 ―」，広島大学附属東雲中学校研究紀要「中学教育第 50集」，23－28． 
３．概要 
 























































水川航生・樫葉みつ子(2020），「パターンプラクティスから即興のやり取りに発展させる言語活動の工夫― Quick Response による

























































水川航生・樫葉みつ子(2020），「パターンプラクティスから即興のやり取りに発展させる言語活動の工夫― Quick Response による
一問一答から継続性のある対話を生み出す指導の実際 ―」，広島大学附属東雲中学校研究紀要「中学教育第 50集」，23－28． 
3-5．言語活動の拡張性 































































水川航生・樫葉みつ子(2020），「パターンプラクティスから即興のやり取りに発展させる言語活動の工夫― Quick Response による













































次の表１は，言語活動 Quick Response における対話の成立回数を成果指標として量的な考察を行っ









 Quick Response ver.1 Quick Response ver.2  Quick Response ver.3 
評価値※1 72.4 89.9 84.2 
増現値※2  +17.5 -5.7 








水川航生・樫葉みつ子(2020），「パターンプラクティスから即興のやり取りに発展させる言語活動の工夫― Quick Response による
一問一答から継続性のある対話を生み出す指導の実際 ―」，広島大学附属東雲中学校研究紀要「中学教育第 50集」，23－28． 
表１の値は全体値であり，各回の数値変化を読み取ることはできないが，執筆者の手元にある集計デ
ータによると，ver.1 については回数を重ねるごとに対話の成立回数の数値が有意に上昇している。同
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Yoshikazu NAKASHIMA，Mitsuko KASHIBA 
A report on the trial of cooperative activities in which students try to acquire abilities for general purposes 
















































広島大学附属東雲中学校 2020 年度 第１学年 80名 
(3) 期間 
2020 年 12 月～2021年２月 
(4) 分析・検証対象 
 ①授業中の活動の様子・反応  ②ワークシート・学習活動の記録・振り返りシートの生徒の記述 
③観察や活動による成果物   ④各種アンケート調査（個人質問紙） 




















































(1) News    (2) Sports  
(3) Weather (4) Interview  
(5) Comedy  (6) Drama  
(7) Music  (8) Quiz  
(9) Mail order  (10) Commercial Message 










































































①Attitude ②Voices ③Facial 
Expressions/Gestures ④Story/ Content 































































表３ 「英語への興味・関心度」アンケート（プレ 2020 年 12 月活動前，ポスト 2021 年 2 月実施） 
 




















































 図６ 本校の学校経営目標（本校ホームページより） 






















































表７ 「この活動でつけたい汎用的な力」（プレ 2020 年 12 月活動前） 


























































































































































































































































【 引用・参考文献 】 
Dörnyei, Z.， Motivational strategies in the language classroom, Cambridge: Cambridge 
University Press，2011.  
Dörnyei, Z.，The psychology of the language learner: Individual differences in second 




















－ 自己・他者を深く理解するために － 
 
向井 紋子 ・ 船橋 篤彦＊ 
 
１． はじめに 






































Ayako MUKAI，Atsuhiko FUNABASHI 
Fostering sexual awareness and sexual behavior using manga as teaching materials 

















































































＊①小学生ののび太くんたち  ②フーリンの集合写真  ③藤井颯太さん  ④芦田愛菜さん 



































































































































































































Miyuki INOUE，Akihiko WAKAMATSU  
A case study on classes promoting career development in special support class of junior high school : 
Class practice that fosters self-understanding, relationship formation, and career planning ability 











































































































































































































































































































「進路を語る会」の目標 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 
①自分の思いを，仲間にしっかり伝えること
ができましたか。 
とてもできた とてもできた とてもできた できた 
②仲間の思いをしっかり聞いて，自分の思い
と比べてみることができましたか。 










「もっと進路を語る会」の目標 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 
①自分の思いを，大学生と仲間にしっかり伝
えることができましたか。 
とてもできた とてもできた とてもできた できた 
②大学生からの質問を，よく考えてから答え
ることができましたか。 
とてもできた できた できた できた 
③仲間と大学生の思いをしっかり聞いて，自
分の思いと比べてみることができましたか。 


































































































































































































































































































































































































２「伝え合う力」      ＝話し合いの流れや他者の発言を理解し，理由を添えて意見を言う力 











Miyo SASAKURA，Rie MURAKAMI 










































１ 【授業２】11/5 ダンスの曲を決める  
１ 
【授業３】11/19 歌う曲の候補から１曲を決める  
＊歌う曲の候補２曲 （Believe，ふるさとの２曲） 
２ ５ 練習をしよう（ダンスや歌，セリフの練習） 
３ １ リハーサルをしよう 






























































生徒 E は迷ってなかなか貼りに来ない。ネームプレートを貼る時に，友だちの方を振り返る。 
（全員がネームプレートを貼り終わる。） 
T    「理由を発表してください。」 
生徒 B 「自分はできるから。」（恋） 
生徒 C 「もう１回踊りたい。」（恋するフォーチュンクッキー） 
生徒 D 「キレキレでかっこいい姿をみせられる。」（ハンドクラップ） 







































































































T   意見を変える人は？ 
生徒 B 難しい。 
生徒 A 譲れないってことだね。 
生徒 B  難しい。 
生徒 D じゃあダンス教えよっか。 





生徒 E ふるさと。（曲が）長いからみんなが挑戦した姿を見せられる。 
生徒 B いい提案。 
生徒 A 迷う。ふるさとは成長した姿が見せられる。ビリーブは成長した姿が見せられない。 
T    E さん，成長した姿が見せられるなら，ビリーブでもいい？ 
生徒 E うなずく 
T    ビリーブで成長した姿を見せるにはどうしたらいいと思う？ 
生徒 C  英語の歌詞，音が高い所をみんなで頑張る。 
生徒 B  友達に教えてあげる。 






















































































































































Miyuki GOTOU，Kazumitsu CHUJO，Aiko MORITA 
Exploring the impact of preventive actions on communication among junior high school students during 


































  そこで，今までの研究をもとに「コミュニケーションスキルの高さによって，コミュニケーショ 
ンに関する困難感が異なるのか」について調査をすることにした。 
まず，個のコミュニケーションスキル尺度測定には，東海林ら(2012)の作成した｢中学生用コミュ 
  ニケーション基礎スキル尺度｣の中から，意思伝達スキル８項目及び他者理解スキル４項目を用 







  の感染症予防行動に対する意識，友達の感染症予防行動についての感じ方を調査し,それらの関連 
を検証することにした。 
  コミュニケーションの困難感については，次のようなコミュニケーションの要素を盛り込むこと 
 とした。言語情報である「言葉」，非言語情報である「表情・視線・声・しぐさ・姿勢・距離」，さ 
らに「気持ちを伝える」「気持ちがわかる」といった意思伝達･他者理解の要素も加えた。 
  以上のような実態調査･尺度測定に加え，休校期間中を含め現在に至るまでに感じた友人との関 









  質問紙調査（資料 1）を実施した。実施方法は，養護教諭である筆者が各教室で 10～15分程度，調 





























   
表１ 自己の感染予防行動について(学年別平均) 
 






 １年生   ２年生   ３年生 
項目 平均 SD   平均 SD   平均 SD 
マスクを正しくつける 3.82 0.55   3.87 0.44   3.82 0.51 
こまめに手を洗う 3.38 0.77   3.58 0.63   3.40 0.65 
アルコールで手指を消毒する 3.48 0.75   3.59 0.65   3.43 0.75 
友達と距離をとる 2.54 0.73   2.51 0.68   2.38 0.84 
友達と大声で笑い合う 2.63 0.86   2.59 0.86   2.55 0.80 
友達としゃべらずにお弁当を食べる 3.89 0.51   3.87 0.44   3.71 0.56 























































                                                        
  項目 平均 
  マスクを正しくつける 3.84 
  こまめに手を洗う 3.45 
  アルコールで手指を消毒する 3.50 
  友達と距離をとる 2.48 
  友達と大声で笑い合う 2.59 
  友達としゃべらずにお弁当を食べる 3.82 
  声の大きさに気をつける 3.04 
  項目 平均 
  マスクを正しくつける 2.59 
  こまめに手を洗う 2.52 
  アルコールで手指を消毒する 2.55 
  友達と距離をとる 2.11 
  友達と大声で笑い合う 2.00 
  友達としゃべらずにお弁当を食べる 2.61 































② ④ ⑥ ⑧ ① ③ ⑤ ⑦ ⑨ ⑪ ⑫ ⑩ 
１年 2.38 1.95 2.23 2.18 2.20 2.11 2.47 2.48 2.39 2.35 2.10 1.97 
２年 2.36 2.09 2.35 2.35 2.21 2.37 2.51 2.49 2.44 2.47 2.12 2.12 






















































水準 平均値 SE 
1年 2.253 0.060 
2年 2.351 0.061 
3年 2.381 0.061 
他者理解スキルの平均の学年差 
水準 平均値 SE 
1年 2.206 0.071 
2年 2.285 0.072 











1年生 2.241 2.421 0.042 0.049 
2年生 2.204 2.313 0.043 0.050 











   記入があったのは１年生が 56名(70.9％)，２年生が 32名(41.0％)，３年生が 22名(28.6％)で 
１年生が最も多かった。 




















全校 22 5 5 28 10 5 7 
１年 12 0 5 17 4 3 2 
 








全校 11 29 10 6 






















































































  ○コミュニケーションスキルと感染予防行動，コミュニケーションの個人内変化 
    まず，コミュニケーションスキルと感染予防行動との関係については，意思伝達スキルと他者 





  感染予防行動 意思伝達スキル   他者理解スキル 
  マスクを正しくつける .204 **   .012   
  こまめに手を洗う .206 **   .131 * 
  アルコールで手指を消毒する .248 **   .138 * 
  友達と距離をとる .134 *   .139 * 
  友達と大声で笑い合う .154 *   .059   
  友達としゃべらずにお弁当を食べる .035     .146 * 
  声の大きさに気をつける .079     .064   
 
    次に，コミュニケーションスキルと自他のコミュニケーション行動(特に非言語行動)について 
   の意識変化との相関関係を表７に示す。「他者理解スキルが高い生徒はスキルが低い生徒よりも 
友達の非言語行動を気にするようになるのではないか」と考えたが，ここでは有意な相関は見ら 
れなかった。 



















  意思伝達スキル   他者理解スキル 
自分の非言語行動を 
「気にするようになった」得点 
-.016    .038   
友達の非言語行動を 
「気にするようになった」得点 
.044    .047   
 
  ○対人場面での不安･困難感とコミュニケーションスキル 
続いて，対人場面での不安･困難感についての記述とコミュニケーションスキルとの関係を見 




    このことから，他者理解への意識は高いが，そこでの思いを表出するスキルが低くコミュニケ 




   ーワードが含まれる質問は，「非言語コミュニケーション」と「言語コミュニケーション」と関連 
する質問と考えることができ，生徒の意思伝達･他者理解に影響を与えているのではないかと考 
えた。 
    まず「表情」というキーワードが含まれる⑧思っていることを表情で表現するのが得意，⑪表 
   情から相手の気持ちを想像することが得意，の２つのスキルについて自己評価が低い（評価が⑧ 
⑪で「１－１」「１－２」「２－１」）生徒を抽出し，学年ごとの人数を集計した(表９)。 












     
 続いて，相手の気持ちを推測する「他者理解スキル」⑩相手が何を考えているかわかる，につ 
いて自己評価が低い（評価が「１」）生徒の学年別人数と自由記述の内容を表 10に示す。 
    学年別人数で最も多かったのは１年生だった。そのうちコミュニケーションについての不安を 
記述していたのは６名，予防行動についての不安を記述していたのは５名だった。２年生も全体 
の人数は少ないが，コミュニケーションについての不安を記述したのは６名と半数近かった。 
 意思伝達スキル 他者理解スキル 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 
記述あり 1.95 2.23 2.05 1.82 2.32 2.14 2.41 2.00 2.73 2.32 2.45 2.18 
記述なし 2.27 2.41 2.29 2.02 2.55 2.37 2.55 2.32 2.39 2.05 2.44 2.12 






１年 11 2 3 16 
２年 5 5 2 12 











コミュニケーション 予防行動 その他 
１年 21 ６ 5 0 
２年 14 6 0 0 









表 11 意思伝達スキルと他者理解スキルの低い生徒の学年別人数と記述内容 
 




コミュニケーション 予防行動 その他 
１年 11 ６ 1 0 
２年 11 5 0 0 
３年 7 0 1 0 





























コミュニケーション 予防行動 その他 
１年 16 7 3 1 
２年 18 5 1 1 




































































































１ マスクを正しくつける     
２ こまめに手を洗う     
３ アルコールで手指を消毒する     
４ 友達と距離をとる     
５ 友達と大声で笑い合う     
６ 友達としゃべらずにお弁当を食べる     
























１ マスクをつける    
２ こまめに手を洗う    
３ アルコールで手指を消毒する    
４ 自分と距離をとる    
５ 自分と大声で笑い合う    
６ 自分としゃべらずにお弁当を食べる    

























１ 私は，相手に自分の気持ちを伝えるのが得意です。    
２ 私は，気持ちをすなおに人に伝えます。    
３ 私は，感じていることをわかりやすく伝えます。    
４ 私は，気持ちをことばで表現するのが得意です。    
５ 私は，相手に伝わるように思っていることを伝えます。    
６ 私は，感じていることを正直に人に伝えます。    
７ 私は，相手にきちんと伝わるように，自分の感じていることを話します。    
８ 私は，思っていることを表情で表現するのが得意です。    
９ 私は，相手のさりげない行動から相手の伝えたいことがわかります。    
10 私は，相手が何を考えているか，わかります。    
11 私は，表情から相手の気持ちを想像するのが得意です。    






































１ 自分の表情    
２ 自分の視線    
３ 自分の言葉    
４ 自分の声    
５ 自分のしぐさ    
６ 相手に気持ちを伝えられているか    
７ 相手の気持ちに気づくことができているか    
８ 自分が言葉を選んで話しているか    
９ 友達の表情    
10 友達の視線    
11 友達の声    
12 友達のしぐさ    
13 自分と友達との距離    
 
３．今年になって，休校中も含め，友達と関わる時に感じる，困ったことや気になること 
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